
共創の場、キャンピング・ラーニングスペース（CLS） ラップトップ PC配備／可動壁リニューアル
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�������� 年 �� 月に向け、�� 月
～ �X�F�Cサイトでの告知を
目指し提供方法等の詳細
を検討中。「組織活性」
「チームビルディング」等
の無料セミナー・体験会
も開催予定。

※写真はイメージ

　『ラーニングスクエア新橋』は人材育成を本業とする
NTT ラーニングシステムズが運営する貸会議室である。　
自社が開催する研修の場として作られた経緯から学びに
集中できる環境づくりに定評があり、最も多いのが近隣
大手企業の研修会場としての利用だ。2008 年にオープン
以降、同施設は企業内教育の拠点としての評価に甘んじ
ず、新たな魅力づくりにチャレンジし続けている。

■研修だけじゃない！ 様々なイベントへの対応
　同施設には小人数での会議に適した定員 4～ 12 名の
ミーティングルームからスクール形式 3 人掛けで 252 名
収容のセミナールームまで、多彩な 20 の会議室がある。
最も多いのが 70～ 110 ㎡の会議室だが、多くの壁を可
動式にリニューアルしフレキシブルに会議室を使えるよ
うにした結果、年間を通じ研修以外の各種イベントでの
利用が増えている。主な利用例を以下に紹介する。
＜インナーイベント＞
●全国に拠点がある企業様等の各種社内イベント
　・全国会議・大規模カンファレンス
　・社内表彰式・式典
＜対外イベント＞
●お客様 /取引先様をご招待しての各種イベント
　・商談ブースを設けた展示会
●株主様向け情報発信などのイベント
　・株主総会・決算発表会・記者会見
＜新卒・中途採用イベント＞
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　・会社説明会 /面談・面接会場
　・内定式・入社式

＜学校関係者 /教育事業者様イベント＞
・地方大学様・資格等の各種試験会場

■貸し会議室では希少！ PC 専用会議室の環境改善
　同施設には講師分含め 25 台のラップトップパソコン
を完備した PC ルームが２室ある。Windows7 のサポー
ト終了に先駆け、2019 年秋、Windows10 への更改を
完了している。Office ソフトも搭載しており、PC 操作
の研修に最適だ。座席の下に電源 /LAN ポートがあり、
インターネットへの接続も簡単だ。準備はお客様側で実
施いただくが、講座開催のために必要なソフト・ファイ
ルを各 PCにインストール・コピーすることもできる。
　「貸し会議室で全席に PC を配備した PC ルームをもっ
ている施設はそれほど多くないようです。当社主催の公
開講座（1 名から受講可能な有料カリキュラム）にも
PC を使うカリキュラムがありますが、通常の会議室に
レンタル会社から借りた PC を準備する場合、費用と設
置稼動がかさみます。パッケージ料金で PC ルームをご
利用いただけるのは、お客様には利便性が高いのではな
いでしょうか。また、ご利用後は専用ソフトを使い、お
客様が独自に構築した環境・作成ファイル・履歴を消去
しており、セキュリティ面でも安心いただいています」
( 丸元亮子氏・同社営業本部シニアマネージャー談 )

■変化の激しい IT 技術への対応
　世の中の IT 技術等の進展は、施設の運営にも影響を
与えている。プロジェクタと PC は 15 ピンの VGA ケー
ブルで接続（アナログ信号）するのが基本であったが、
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〈企画広告〉

今は VGA 端子を持たない PC が増え、HDMI ケーブルで
接続（デジタル信号）するケースが増えている。
　音声を含んだ動画を流す場合、VGA 接続が別途音声
ケーブルを必要とするのに対し、HDMI 接続は映像と音
声の両方を流すので単独の接続で済む。また、新しい
PC は解像度が高く省電力設計のものが多いこともあり、
お客様が準備された PC の設定状況によりプロジェクタ
への信号送信や表示がうまくいかないケースが増えてい
る。様々なパターンに対応できるよう、  ①信号増幅器や
アナログ / デジタル変換アダプタ等の接続機器、バック
アップ用下置きプロジェクタなど設備面の増強、  ②機器
の組合せ・状況に柔軟に対処できるよう運営スタッフの
スキルアップを図る、の両面の対策を進めている。

　「オープンから 12 年目となりますが、世の中の技術
の進歩をみながら設備は随時更改をしています。6 階の
大会議室は 3 部屋個々での利用も連結しての利用も柔軟
にできますが、プロジェクタの制御はアナログ信号で
行っていました。2020 年 2 月に、デジタル信号での制
御に更改し、主流となってきた PC のデジタル出力に対
応しやすく改善しました。また、電波法により、2022
年 12 月以降、旧規格の特定小電力無線機器（ワイヤレ
スマイクなど）が利用できなくなることに備え、法令を
遵守する規格のデジタルマイク、赤外線マイクへの更改
を進めています」（前出・丸元亮子氏談 )

■アイデア創出を活性化させる場の提供に向けて
　2020 年 5 月、同施設は『キャンピング・ラーニング
スペース（CLS）』をオープン予定だ。CLS は、スノーピー

クビジネスソリューションズ社が提供する『キャンピン
グオフィス』を導入している。
　－オフィスの中、ビルの屋上や緑地部分、平日のキャ
ンプ場などのあらゆる場で、キャンプ道具が作り出す空
間で仕事をする。それだけでなぜか仲間と打ち解け、本
音で議論ができる―そんな空間を同施設でも提供したい
という想いが CLS オープンのきっかけだ。

　「嬉しいことに、従来の会議室の形式で全館貸し切り
たいとおっしゃっていただくお客様が一定数、いらっ
しゃいます。これまでのお客様を大事にしつつ CLS を
導入するために、キャンプ道具ならではの良さを活かし、
『必要な時に必要な場所に設置する』方式を採用しまし
た。お客様には選択肢の 1 つとし、新たに CLS が加わ
るイメージです。  ①『場』を提供し、使い方はお客様に
委ねる、  ②CLS を活かした講座・イベントを当社が主催
する、など、活用方法は未知数です。CLS を活用した無
料セミナーも企画しています。ご利用いただいたお客様
の声を聞かせていただきながら CLS も進化させていけ
ればと思っています」（前出・丸元亮子氏談 )

　以上、進化を続ける『ラーニングスクエア新橋』の取
組みをみてきた。新橋駅から徒歩 2 分の恵まれた立地や
近隣企業の研修用途でのリピート利用に胡坐をかかず、
施設・設備のリニューアルやスタッフのスキルアップ、
新たな取り組みにチャレンジする姿があった。
　今ならキャンペーン（最大約 50％ OFF）も実施中で
条件が合えばおトクに利用できる。施設の内覧も可能な
ので、フリーダイヤルやメールで気軽に相談してほしい。

　　　　


